
ＣＢＴとはコンピュータを利用して行う試験方式のことです。近年、ＰＩＳ
ＡやＴＩＭＳＳといった国際的な学力調査においてＣＢＴ化が進んでいます。
そのメリットとしては、「調査問題の充実･多様化」「フィードバックの充実」
などがあると言われています。
また、ＭＥＸＣＢＴとは文部科学省ＣＢＴシステムのことです。
文部科学省は、令和９年度の全国学力・学習状況調査をＣＢＴに
全面移行する予定であると発表しました。（令和７年度は中学校
理科をＣＢＴで実施予定）

ＭＥＸＣＢＴの利用について（MEXCBTの紹介）
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ＭＥＸＣＢＴは校種を問わず、普段の学習（授業や宿題等）で利用すること
ができます。費用はかかりませんが、利用するためには大きくまとめると、２
つの事前準備が必要です。

①「学習eポータル（まなびポケット･L-Gateなど）」の設定
ＭＥＸＣＢＴは学習eポータルにログインをして使用するため、児童生徒
や先生のアカウント(IDやパスワード)を設定する必要があります。自治体ご
とに選択している学習eポータルや管理方法が異なるため、不明なこと等は
所属の教育委員会へ相談してください。

②「ＭＥＸＣＢＴ」の利用申請
学習eポータルにログインをしてもＭＥＸＣＢＴが使えない場合は、ＭＥ
ＸＣＢＴ及び学習eポータルへの利用申請が必要です。こちらも、学校管理
者からの申請が必要となるため、所属の教育委員会へ相談してください。

ＭＥＸＣＢＴには国が開発した問題（全国学力･学習状況調査、中卒/高卒認
定試験）や地方自治体等の学力テスト、PISAの公開問題や英検･漢検などが搭
載されています。問題内容は今後も順次、拡充されるとのことです。
これらの問題は、先生が指定の学年･クラスを選んで配信することにより、
児童生徒が自分の端末か
らテストを受けることが
できるようになります。
また、選択問題は基本
的に自動採点されたり、
個々の結果を確認・ダウ
ンロードしたりすること
ができます。

次回は、データの活用方法の一例を紹介予定です！！
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（メクビット）

CBT:Computer Based Testing(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ使用型調査)
PBT:Paper Based Testing(筆記型調査)
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